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領 域別 三 次 元 統制 感尺度 の 検 討

桜　井　茂　男
＊

INVESTIGATION 　OF 　 CHILDREN ’S　THREE 　DIMENSIONAL 　 AND

　　 DOMAIN −SPECIFIC 　SCALE 　OF 　PERCEIVED 　CONTROL ．

Shigeo　 SAKURAI
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問題と 目的

　成 功や失敗 とい っ た行動 の 結果 の 原因 は．い っ た い 何

に帰 属 され る の か，す な わ ち ， 統 制感 （per。epti 。 n 。f

c 。ntr ・1）を知 る こ とは ，行動 の 動機づ け や認知 の 説 明 に

対 し て 重要 な 役割 を 果 た す と考 え ら れ る。Rotter （1966）

は ，内的 （inヒemaD か 外的 （extemal ） か と い う綴 Hhlの 位

置 （L ・cus 。f　C・ ntr ・ 1，以 下 LOC と略 す ）の
一

次元性 を仮定

して ， 尺 度 を作 成 した。 し か し，そ の 後 の 研究 で は 多次

元 性 を主 張 す る傾向 が 強 く，新 し い 尺 度 の 作成 が 試 み ら

れ て い る 。
Levenson （1973，1974 ），　 Levenson ＆ Miller

（1976） は ， 外的統制 の 複雑 さ を 指摘 し ，
internal 尺度

（1尺度 ），P ・ w ・ rful ・th… 尺度 （PO 尺度 ），・h・nce 尺度

（C 尺 度 ） の 3 つ の 下位尺度 か らな る 新 し い 尺 度 を作成 し

・ 目本学 術振 興会 特別 研 究 員 〔筑 波 大学）jun．ior　Scientists

　 Fel】ow 　ln　the 　Japanese　Society　for　the 　Promotion　of

　 Science（University 　 of 　Tsukuba ）

た 。 こ の 尺度 で は ，従来 ， 外的統制 と考 え られ て い た概

念 を，相対的に安定 して い る ゆ え に 予 測可能 な PO 尺度

と，相対的 に不安定な ゆえ に 予測不可能 な C 尺 度 に 分割

し た わ け で あ る 。

　一方，ConneU は ，新 しい 子 ど も用統制感尺度 の 作成

に あ た ワ ， そ の 初版 （Connell，1977） に お い て ，　Levenson

の C 尺 度 に 類似 し た 項 目 か ら高 い 信頼 性 を得た。そ れ に

もか か わ らず，成功 や失 敗 の 理 由に つ い て 実際に イ ン タ

ビ ュ
ー

を受け た 子 どもたち は，ま れ に し か chance （偶

然 ） の 帰属 を用 い な か っ た。Connell（1985 ） は ，こ の こ

とは 出来事 が 起 こ っ た 理由 が わ か ら な い とい う こ と と関

係が あ る もの と考 え，ま た ，イ ン タ ビ ュ
ーに お い て 子 ど

も た ち が
，

「わ か ら な い 」 とい う反応 を多 く示 して い る

こ とか ら ， 新 し く unknown 尺度 （U 尺 度）を設定 し た 。

最終的に，C 。 nnell の 尺度 は， 1 尺度、　 P　O 尺度 ．　 U 尺

度 と い う三 次元 の 単極姓要因 で 構成 さ れ た。尺度 の 特徴

と して は ，領域特殊的 で あ る こ と ， 結果 を成 功 と失敗 に
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分 け て い る こ と が あ げ られ る。そ して ， 分析 の 結果 ， 尺

度の 信頼性 と妥当性 も認 め られ た。

　そ こ で ・本研究 で は，CQnnel1 （1985 ） の 子 ど も用統制

感尺度 の 日本語版 を作成 し，そ の妥当性 を検 討す る こ と

を目的 と した。妥当性 の 検討に つ い て は ，有 能感を 測定

す る 桜井 （19S3 ）の 認知 され た コ ン ピテ ン ス （c ・mpetence ）

測定 尺度 ， 自己 お よ び将来 に関す る 否定的 な 期待を測定

す る桜井 （19SS ） の ホ
ープ レ ス ネ ス （h・pelessness 　：失望感）

測定尺度，従 来 の internal・external 　 contr 。1 を測 定 す

る 鈴木 （1981） の Locus　of 　Contro1（L  ）尺 度 と の 相閨

が 分析 され た。有能感尺度 で は ，有能感が高 い 程 inter−

nal 傾向 が 強 い と考 え られ る た め， 1尺度 と正 の ，　 PO

尺度 ・U 尺 度 とは 負 の 相関 が ，失望感 尺度 で は ， 行動 の

結果 が 自分自身 の 統制下 に な い と感 じる程 ， 失望感が高

くな る と考 えられ る た め，PO 尺度 ・U 尺 度 と正 の ， 1

尺 度 とは負の 相関 が，LOC 尺度で は ， 外的統制が 強 い 程

高得点とな る た め，PO 尺 度 と正 の ， 1尺度 と は 負 の 相

関 が ，本尺 度 と の 間 に 予 測 され た、

方 法

　 被調査者

　 茨皴県下 の 公 立 G 小学校 の 4 年生 2 ク ラ ス 81 名 （男子

48名，女子 33名）， 5 年生 2 ク ラ ス 87名 （男子49名，女 子38

名 ），6 年生 2 ク ラ ス 70 名 （男 子40名，女子 30名 ） の 合 計

238名 （男子 137名，女 子 101名） で あ っ た。

　 測 定 尺 度

　領域別 三次元統制感尺度 （p ．273 参照 ）は，　Connell（1985 ）
の 尺度 の 48項 目 を 目本 語 に 訳 して 用 い た。従 来 の LOC

尺 度 と比 較 した 本 尺度 の 特 徴 は ，第 ユ に
，
LOC を領域

別 に 測定 し よ うと して い る点で あ る。従来 の 尺度 で は 項

月 は すべ て genera1 （一般 領域 ）で あ っ た が，本 尺度で は

cognitive （学 習 ），　 social （友人 閧係），
　 physical （運動），

genera1 ←一般 ） の 4 領域 に お け る 領域特殊 的 な LOC を

測定 し て い る e 第 2 に
， 統制の 位置に 従来の internal

，

external （p 。 werful 　 others ）に加 え ，
　 unknown を含 め た

こ とで ある。そ して ，intemal と external を対 立 す る

概念 と と ら えずに
，

unknown も含め て 単極 性 の 三 次元

に よ り測定 して い る。

　項 日 は， 4 領域 （eognitive ．　 social ，　physica］，　 general），

三 次元 （internal，　pOwerfu］ ・ thers
，
　 unkn ・ wn ）， 行 動 の 結

果 （成 功，失 敗 ） に よ り決 め られ ，各 2 項 目 ずっ の た め ，

48 項 目 か ら構成 され た。回答形式 は ，「とて も よ く あ て

は ま る」， 「す こ し あて は ま る」，「あ ま り あて は ま ら な

い 」，「ま っ た くあ て は ま らな い 」 の 4 段階評定 （4 ，3 ，

2
，

1 点）で あ る 。

　 失望感 の 測定 の た め に は，桜井 （19S3 ） の 児童用 ホ ー

プ レ ス ネ ス 測定尺 度が用 い られ た。ホープ レ ス ネ ス は

「自己 お よび将来 に 関す る否定的 な期待 」 （Stotland，コg6g）

　と定義され る 。
Beck ら （1974）に よ D，成人 の ホ

ープ レ

ス ネ ス を測定す る 尺度 が 開発 され た 。 そ し て Kazdin ら

（1983）は ，Beck　ら に準拠 して 子 ど も用ホープ レ ス ネ ス

測定 尺度を作成 した 。 本尺度 は こ の E本語版 で あ り，17

項 目か らな る 。回 答 形 式 は 4 段 階評定 で
， 項 目ご とに ホ

ープ レ ス ネ ス の 高 い 反応 か ら，4 ，3 ，2 ， 1 点 と得点

化 さ れた。

　 有能感の 測定の た め に は，桜井 （1983） の 認知 さ れ た

コ ン ピ テ ン ス 測定尺 度が 用 い ら れ た。Harter （1979 ）の

尺 度 の 日本語版 で あ り，cognitive ，　 socia 】，　 physieal，

general　 se ］f−w 。 rth とい う 4 つ の 下位尺度 の 28項 目か ら

な る。cegnitive で は 学 習 ，　 social で は 友 人 関 係．

physical で は ス ポ ーツ に 対す る ，そ れぞれ認知 され た有

能 さを測定 して い る。general　self −worth で は，そ れ よ

り も高次 の 生 活 全 般に渡 る 認知 され た有能さを測定 して

い る 。 回答形式 は 2 回 の 2 件法 に よ る 4 段階評定 で ．項

目ご と に コ ン ピ テ ン ス の 高い 反応 か ら，4 ，3 ， 2 ， 1

点 と得点化 され た。

　 Locus 　 of 　Contoro1の 測定に は，鈴木 （1981） の 1− E

尺 度 が 用 い られ た 。Locus　 of 　C 。 ntro1 は 「自分の 行動 と

そ れ に ひ き続き 生 起す る 報酬や罰 との 関係の 知 覚 の 仕

方，そ の 最適な 方法 に 関す る 般化，期待，あ る い は 信

念 」 （Phares，エ978） と さ れ て い る 。 従来 ，
　 LOC の 2 っ の

極 として ，内的統制，外的統制 が 考 えられ て い た。児童

・生徒用 の LOC 尺度 と し て は ，　 Nowicki．Strtckland

（1973 ）や Bialer （1961）の 尺 度が頻繁に用 い られ て い る。

本尺度 は ，こ の 2 っ を原 尺度 と し，日本 で 適用 で き る よ

う に修 正 を加 え て 作成 され た 日本語版 で ある。内的統制

項員，外的統制項 月合 わ せ て 22項 目 か ら構成 さ れ ，「は

い ，い い え 」 の 真偽法 を用 い て い る 。 内的統制項 目 に 対

して 「い い え」，外的統制項 目 に 対 して 「は い 」 と 答 え

た 場合， 1 点 が 与え られ た 。

　 手続

　1986年 1 月 中旬，上 記 の 領域別 三 次 元 統制感尺 度が，

ク ラ ス 単位 の 集 団 で 実施 され た 。教師が 1 項 月 ずっ 朗読

し，そ れ に 被調査 者が回答する方法が と られ た 。 また，

同時 に妥当性の検討の た め に，4 年生 に は 1 − E 尺度

が ，5 ，6 年 生 に は 認知 さ れ た コ ン ピ テ ン ス 測定尺度 と

児童用 ホ
ープ レ ス ネ ス 測定尺度 が 実施 された。データ の

分析 は，Connel］（1985 ） に 準拠 し，筑波大学学術情報処

理 セ ン タ
ー

の SPSS を用 い て 行 わ れ た。
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結 果

　C。 nnell （19S5） に従い
， 領域別に 因子分析 （主匹 子法，

固有値；1→斜交回 転 ）を行 っ た 。 そ の 結果 ，学習領域 で

は 4 因子 （unknown ，　 powerful ・ thers −negative ，　 internal・

powerful 　others ．
positive），友 人領域 で は 6 因子 （powerful

others ・
positive．　 unk ロ own −positive，　internal・positivel　Pawerful

・th ・ ・s・n ・9 ・ tiv ・，　inte・n ・1−n ・g ・ ti・ q 　unknDwn ・n ・9 ・ti・ e），運動

領城で は 4 因子 （pawerful 　othcts
，
　internal・positive，　internal・

negative ，　unknown ），一般領域で は 5 因子 （powerful 　others ・

POsitive ，
　 interna ］・pQsitive，　powerful

−others ．ncgativc ，　 unk −

nown ，　 interna1−negative ） が見出さ れ た （TABLE 　 1〜4）。

Connell （19S5 ） の 研 究 で は ，学習 と友 人領域 は 3 因子 ，

運動領域が 4 因子 ，一
般領域が 5 因 子 で あ る か ら，学習

領域 と友人 領城に お い て 本研究 の ほ うが因子 が 増 え た こ

とに な る。こ れ は，学習領域 で は powerful 。thers 力二，友

入領城 で は す べ て の 次元 が positive （成功 〕1 と negative

（失 敗 ）の 因 子 に 分 か れ た こ と に よ る 。し か し，以後 の 分

析で は 主 に，Connell （1985 ） と の 比較 を行 うた め に ，1

（lnternal）尺度，　 P　O （pow 巳rful 　 otheiS ）尺度，　 U （unkn 。 w ）

尺 度 の 3 っ に 大 き く分け て 行 うこ と に す る 。

　TABLE 　 1 に は学習領域に お け る 因子 分析 の 結果 と項

目平 均 ，項目 SZ ）お よび α 係数 が 示 され て い る 。煩雑 さ

TABLE 　 1 学習領城 に お け る 因子パ タ ー
ン と項 目

　　　　平均 ， 項 目 S ・D お よび α 係数
＊

を避ける た め に 因子 パ タ
ー

ン （負荷量 ） は，．30以上 の も

の が記載 され て い る。本研究で は，4， 3， 2，1 点 の 4 段

階評定で 回答さ れ て い る た め ，項 目 の 理論的平均 は 2．50

とな る が，TABLE 　1 の 項 目平均 をみ る と 1尺 度に お い

て こ の 理 論的平均 よ 夢もか な り高 い 値が示 さ れ て い る 。

TABLE 　2〜4 に お い て も同様 に ， 1尺度 の 項目平 均 が

高い こ とが うか がえる 。本尺度で は，こ の よ うな 項 目を

削除す る と項 目数が少 な くな り，C 。 nnell （1985） との 比

較 も困難 と衆 る た め こ の ま ま に し て お くこ とに し た 。

　下 位尺 度 （U ，PO ，1） の 内的
一

貫性 を調 べ る た め に ，

ク ロ
ー

ン バ ッ ク の α 係数 が 用 い られ た 。
TABLE 　 1 に 示

さ れ て い る よ うに， 1尺度 に お け る a
’
係数 の 値 は最 も小

さV ＼，TABLE 　1〜4 に 示 され て い る 各領域 の α 係 数を平

均 して み て も， 1尺 度 に お い て そ の 値 は か な り小 さか っ

た。

　TABLE 　5 に は
， 主 に ，次元や領域 の 問 の 特殊性 を み

る た め に ，領域閻お よ び 領域内 で の 下位尺度 の 相関 が 示

され て い る。こ れ に よ る と，領域 間 で は U ，PO ， 1 の

各 下 位 尺 度 内 に 中程度 の 正 の 相関 が 認 め られ る が，そ の

中で は 王尺 度 の それ が一
番低 い 。領域 内で の 各下位同

一

尺度間 の 相関 （太 字の 部分）をみ る と，U 尺 度 と PO 尺 度

　 TABLE 　2 友入 領域に お け る 因 子 パ ターン と項 目

　　　　　　平均 ， 項 目 SD お よ び α 係数
＊

下位 尺 度
　 　 　 　 InIH 匸VVVIh2 　 項 目X 　 項 目SD 　a

／項 目
＃

下 位 尺度 ／頂 自
躰 I　 Ii　IU　IV　h2 項 目X 　項 目 SD 　a

unknownNa

　 31

　 　 7
　 　 46

　 　 22power

馳 1

　 ethersNa

　 27
　 　 3

　 　 ユ8

　 　 42internalNa

ユ1

　 　 35
　 　 38

　 　 14

．69

．57
，52

．45

．59

，B9

，59

．7工
．33

．40

：二ll：器 ：鋤．66

：ll　l：ll：銘」

，91　 ．76
，49 ．32

　 　．43

　 ．79

．34

．47

．19

．21

1．601

．762

．　04

三．85

3．883

．　793
，413

．　34

：llL69
：劉

：1｝溺

unknown

Na　 43　 　　 ．82
　 19　 　　 ．45

　 2S

　 　 4powerfu

！

　 others

Na　 39　　．75

　 15　　．83
　 36　　　　　　

− ．76

　 12　　　　　　 ＝ 79

intemal
幽 47

　 23

　 　 8

　 32

　 ．67　　 2．34

　 ．23　 　 2．40

，46　．29　　　2．25

，70 ．4S　　2，34

，61　　 1．74

．67　　 ユ．89

，62　　 2，15
，61　　 2，37

．63　　　　　　　　．45　　　2．80

．77　　　　　　　　．59　　　2．83

　 　 ．61　　 ．42　　 3，00

　 　 ．65　　　．42 　　　2，76

liiト

lii｝…g

葱｝・・

　 ＊ 各因 子 は次 の ように 解 釈 され た。
因 子 【 ： un   own

　　 II ： powe 血 10止 er5 − negative

　 　 lH　：　internal

　　 IV　： P◎we 血 10廿lers − pesitive
＊ ＊項 目番 号 は，付 録 の それ と対 応する e

一 73 一

＊ 各 因子 は次 の よ うに 解 釈 された。

国子 1 ： powerfUl 　others − positive

　 　Ir： un   own − positive

　　田 ： intema1− positive

　 IV ： powerfu ！other5 − negative

　　V 　：　重nternal − negative

　　VI ： unkrK ）wn − n∈ga琶ve

Pt 項 目番 号 は，付 録 の それ と対 応 す る。
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TABLE 　3 運動領域 に お け る因 子 パ タ ー
ン と項 目

　　　　 平均 ， 項 RSD お よ び α 係数
＊

TABLE 　4 一
般領域 に お け る 因子 パ タ ーン と項 目

　　　　 平 均，項 目SD お よ び a 係数
★

下 位 尺度

／項 目
＃ 　

IIIm 「vh ’

囎 X 項 目SD ・

下位 尺度

傾 目
”

1　 ［「 亅旧 VVh ’

項 目x 項 HSD 　 α

unknown

  　 1

　 25

　 40

　 16powerf
田

　 o 由ers

Nα 33　　　 ．72

　 　9　　　 ．50

　 24　 　　 ．67
　 48　　　 ．66
internal

嵐 　5　　　　　 ．71

　 29　　　　　 ．96

　 20　　　　　　　
−．70

　 44　　　　　　　− ，90

．48　．25　　2．es
（．26）　・14　　　2，04
、44　．3Z　　1，99
，64　。37　　！．89

．49　 2．　15

．30　 1．90

．45 　 2．48
．46　 2．　37

li！・

　

3

　

7ー
41EO70σ

8
∩
コ

D」

：iii：1翻・6・

unknown

Nq　37　　　　　　　　 ．56

　 13　　　　　　　　 ．41 ，

　 34　　　　　　　 ．73
　 10　　　　　　　　 ．42
po  vertul

　 others

晦 45　　．88

　 21　　．81

　 　6　 　　　 　　．85

　 30　　　　　　 ．56
internal

Nq　 17　　　　 ．7ユ

　 41　　　　 ．87
　 2　　　　　　　　　　 ．45

　 26　　　　　　　　　　 ．52

，31　 2．27

．24　 2．29

，58　 2．　35

．20　 2。37

．77　 2．20
．68　 2，40

，75　 2，68
，36　 2．69

．55　 2。49

，79　 2．50
．22　 2．88
、29　 3．01

ll1…

鼎・・

；l！・

串 各 因 于 は 次 の よ うに 解釈 さ れ た．
因子 1 ： powerfU1 　others

　　II ：in  a ト 圃 ve

　 lll： 【nt α na ！− n邸 tive

　 Vi ： unknown

＃ 項 目番 号 は，付 録 の それ と対 応 す る。

の 相 関 が すぺ て 有意 で あ る こ とが わ か る 。

　次 に ，性 x 学年 （2x3 ） の 分散分析 を行 っ た 。運 動 領

域 の PO 尺度に お い て 性差 が み られた （F（1，232）＝ 6，54，

p ＜．05）。 学年 が 上 が る に つ れ て
， 性差 が だ ん だ ん 小 さ

くな っ て い く傾 向 が あ っ た。学年差 は一
般領域 の U 尺

度 （fiて2，232）＝3．64，♪＜．05） と PO 尺 度 （F （2，232）＝3．51，

p〈．05） で の み 認 め られ た。学年 が 進 む に つ れ て U も P

O も減少す る傾向 が み られ る 。 しか し，Connell （1985 ）

の 研究 で は ，四領域 す べ て で 顕著 な 減少 傾向 が み られ て

い る、t

　本研究 で 用 い られた尺度 の 妥当性 を検 討す る た め に ，
LOC ，有 能感 失望感 の 各尺度 との 相関係数が算出 され

た が，そ れ らは TABLE 　6 に 示 され て い る。こ れ に よ る

と．LOC との 関係で は U と PO 尺 度 に お い て 正 の 相 関

が み られ た が ，1 尺 度 で は み られ な か っ た。ま た，失望

感と の 関係 に お い て は，U 尺度 で は 正 の 相関が，1 尺 度

で は 負 の 相 関 が み られ，PO 尺 度に は有意 な相 関がみ ら

れ な か っ た 」 有能感 と の 関係 で は ，Connell（1985） に よ

る と友人 領域や運動領域で 有意 な 相関 が み られ る の に 対

し，本研究 で は学習領域 に お い て の み U 尺度 に 正 の 相関
が み られ た，、

＊ 各 因子 は 状 の よ うに 解 釈 さ れ た。
因子 1 ： powe τf凹l　others − pOsitive

　　H ： in  al− po甑 ve

　 耻 lpawerfUl 。th．ers − negative

　 V1：　unknown

　 V 　　：　internal− negzti 、
re

牌 項 目番号は，付 緑 の そ れ と対応 す る。

TABLE 　5　下位 尺 度 間 の 相 関係数

　

GnWPO
画

・

見

c、
、．

丶、
powerful 　others 　i　 intemal
CSPGiCSPG

U皿 k口 Own

　学 習（C ）

　友 人（S ）

　運動（P ）

　
一
般（G ）

．証一

，5fi．34　 −

1．51　、44　、43　　− ・

powerful
　 　 OEhers

　学 習（C ）

友人 （S ）

運 動 （P ）
一

般 （G ）

，24 。、 ．1予 。 ，

1 ＿
すゆ　 　 　 な　 　 　 　 　 　 　 　

・18 ・1§ ns
　

nSi ・33 　

・31 ・1？・31 ・27
「
・36 ・32 −

．25　．1呂　 ns　　　　　・23
ド

24 ・30 ・26 一

i

叢飜覊無素
何 も印の つ い て い な い すべ て の 数 字は p ＜．eo1
榊　力く．Oユ，1 　♪＜．05
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TABLE 　6　 LOC 尺度，有能感尺 度，失望感尺度

　　　　 との 相関係数

LOC
　　　　有　　能　　感

〔学 習｝（友 人）（運動 ）（
一
般〉

失 望 感

学 　 　習
宰 榊 鱒

unknown ．29 一，40　　　001 　
− ．07　− ．12 ．32

P・ W8 留蹈

　 　 寓

．25 一．08　− ．03　　　◆02　　　・01
　　　　　　　　　　　　　　零

．08
　　 弊

intemal 一．11 ．04　 ．03　 ，16　 ．05 一．25

友　 　 人
零擧　　　　　　　　　　　　　　　聯

u 爐 aown 一．03 一ら21　− ，08　　　，05　− ．24 ．10
P° W

皹 罵

　　 寧

．24
　 　 　 　 紳

一．19　
− ，08　　　，04　− rO9

　　　　　　　　　　　　　　 串

．07
　　 鱒

intema1 一．go 一．08　　　．04　　　，16　　　陰12 一．28

運 　 　動
構 宰 樽

unknown ．32 一。16　− ．D2　− ．02　− ．02 ．24
P° w

謝 蹈

鱒

．50 一p12　− ，D8　− ，10　−，02 ，13
　　 鰰

intemal ．01 一．08　−，D弓　　　，01　　　，　G3 一，36

一
　　般

坩 騨

mknown ．10 一．33　−，01　　　701　− ．｛｝4 ．24
P° w8

｛秘
1
，，

　 　 甼

，25
　 　 　 　 亭一．20　−，11　　　PO6 　

− ．15 ．13
　　 ホ

inしema ！ 一．19 ．02 −，10　 ．02 − ，15 一．16

＊＊＊　♪ く ，O  1　　零＊ P 〈 ．01　　＊　P く ，05

考 察

　因 子 分 析 に っ い て は ，Connell の 研究 よ 勤も因子 の 乱

れ が 少 な く，因 子 パ ター
ン が明確 に な っ た と言 え よ う。

特黴 と し て ，成功 と失敗 に よ っ て 因子 が 分 か れ た 次元 の

多い こ と が あ げ られ る。Conne11 で は ，成功 と失敗で分

か れ た の は運動 と
一般領域の 2 つ だ けで あ る の に 対 して

，

本結果 で は 学 習 ・友人 ・運動 ・一般 の 全領域 に お い て そ

れ が 見 られ る。特に 、友人領域 に お い て は U ，PO ，1 ，

の 3 つ の 次元 で そ れ ぞ れ成功 と失敗 に分 か れ 6 因子 が 抽

出 さ れ て い る 。こ れ は Connell の 研究 と 比 べ て 大 きな 差

異 で あ りt 本研究 の 児童 の 場合 に は成功，ま た は 失敗 と

い う結果 に影響 され や す い と言え よ う。

　次 に，項 目平均 に つ い て で あ る が ，理 論上 か ら言 え ば

項目平均 は 2．50 で あ る が ，学習領域 の Internal 次元 の

項 目平均 は 3．50 で あ っ た 。こ れ Z
’
S　Conne］1 の 結果 にお い

て も共通 して 言え る こ と だ が，成績 が 良 か っ た り悪 か っ

た P す る の は 自分 の せ い だ と自分 自身 に帰属 させ る傾向

が強い と言 え よ う。

　信頼性 に つ い て み る と，下位 尺 度 の 内的
一

貰性 は ，α

係数 よ り推定 さ れ た。学習 ・友人 ・運動 ・一般全領域に

お い て ， 1 尺度 の α 係数が低 い 傾向 に あ る。 こ れ は成功

と失敗 に 分 か れ て い る 下 位尺度で あ っ て も ， 4項 目 で α

係数を求 め た た め で あ り，成功 と失敗 で 分 か れ て い る 領

域が多い 1尺 度の 信頼性 が必 然的 に 低 くな っ た の で あ る 。

　 次元 ご との 各領域 の 下 位 尺 度問 の 相関 （TABLE 　5） の

太字 の 部分 は，領域問 で の 各統制因下位尺度 の 相関を示

す。領域内で の U と PO の 両 下 位尺度間に 正 の 相関 が 認

め ら れ た
一．・

方 ，1 とPO ， 1 と U 下位 尺 度 の 桐関 は ほ と

ん ど有意で な い こ と か ら，Connei1 の 言う よ う に rUn・

known 　Control は単な る Internalも し く は Powerful

Others 　 C 。 ntrol の 認知 の 欠如で は な い 」 こ とを示 す も

の と考え られ る。ま た， 1尺 度 と PO 尺度 と が負 の 有意

な相関関係 に はな い こ とか ら，い わ ゆ る Interna ］ と

External は 対 立 的概念 で は な い と も言 え よ う。領域 問

で の 各統制因下位尺度 に つ い て も正 の 相関 が 見 られ た 。

最 も相関が強 い の は U 尺度 で あ り，低か っ た の は 1尺度

で あ っ た。領域 に よ っ て 違い が あ る の で は な い か と推 測

さ れ る 。

　次 に，性 X 学年 （2 × 3） の 分散分析 に よ る と，性差は

運 動領域 の PO 尺度に だ け見 られ た。女子 の 方 が 5 ％水

準 で 有意 に 高 い と い うこ と は，女子 は 運動 の 勝敗 の 原因

を他者 に 帰属 さ せ る 傾向 が 大 きい とい うこ と で あ る。学

年差 は 一般領城 に お け る U 尺度 と PO 尺 度に お い て 見 ら

れ ，ど ち ら も減 少 傾向 で あ っ た こ と か ら，成功 や 失敗 の

原 因 の 理 解が年齢 と ともに 増加 し ， ま た他者 へ の 帰属 も

減 っ て い くこ と を示 して い る。こ れ は Connell の 研 究

と同様 の 結果で あ る 。 そ れ に 対 し て 1 尺度に お い て は有

意 な傾 向 が 見 られ な か っ た こ と か ら ． U や PO が 減少 す

る と同時 に 1 が 増 え て い く訳 で は な い と言 え よ う。し か

し，本研究 は 学年数 が 3 っ と少 な か っ た た め ，学年数が

よ り多 い 場 合 は 違 っ た結果が得 られ る か も しれ な い 。

　 妥 当性 は 従来の LOC 尺 度 と，有能感尺 度 と失望感 尺

度 との 相関 で 検討 さ れ た。ま ず，従来 の LOC 尺 度 と の

相関 を見 る と P 尺 度 は予 測 した よ う に 正 の 相関 を示 した。

U 尺度 に お い て も相関は 見 られ た が低か っ た。従 来 の

LOC 尺度は External と Internal と い う区 別 で あ る の

で ， 本研究 の PO 尺 度 と相 関 が あ る と い うこ と は，従 来

の LOC 尺 度 の External は Powerful 　Others に対応

す る の で は な い だ ろ うか。ま た Internal に お い て は 負

の 相関 が 予淵 され た が支持 さ れ な か っ た 。 こ れ ら の 結果

は，Externa1 と Internal が対 立概念で は な い こ と を示

唆す る。次 に ，有能感 尺 度 と の 相 関 を 見 る と，PO 尺 度

お よ び U 尺 度 とは 負 の 相 関 が あ る だ ろ う とす る 予 測 が ，

有能感の 学習領域 で の み 支持 され た。他 の 領城 で は ほ と

ん ど相関 が な い と言え る。学習 に 対す る 有 能感 の 高 い 子

供程，領域 に限 らず成功や 失敗 の 原因 の 理解 が な され て

い る と考え ら れ る 。Comell の 研 究 で は 有能感 の 学習領

域 で は U 尺度 と，友人，運動領域 で は PO 尺度 との 負 の

相関 が 認 め られ て い る の に対 して ，本研 究で は 学習領域

で の 下位尺 度 だ け に認め ら れた。こ れ は，成功 と失敗 に

一 75 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　of 　Eduoational 　Psyohology

272 教 育 心 理 学 研 究 第34巻 第 3 号

因 子 パ タ ー
ン が 分 か れた に もか か わ ら ず成功 と失敗 を

一

緒に し，友人領域，運動領域 とい う それ ぞ れ 1 つ の 領域

と して 相関 を み た た め と考え ら れ る。次に ，失望感尺度

と の 相関 をみ る と，U 尺度 と 1 尺度 に お い て 有 意 な相関

が み られ た。学習，友 人 ，運 動 ，

一
般 ， 全領域 を通 じて

U 尺度の 場合 っ ま り成功 や 失敗 の 原因 の 理 解 が 低 い と，

期待感 が 少 な い こ と を示 す e 逆 に成功や失敗 を Interna1

に 帰属 させ る こ とが 高 くな る に従 っ て期待感が 高 くな る

と言 え る 。 他者 に よ る統制が期持感へ 影響す る こ と は 少

な い よ うで あ る。失望感尺 度 は 一
般的 な 領域 で 項 目が作

られ て お P，項 目 自体に他者が登 場しな い こ とも相 関 の

低 さ に影響を与 え た の で は な い だ ろ うか。

　以上，因 子 分析，信頼性 ，妥当性 に っ い て 考察 を行 っ

て き た が ま と め る と，従来の LOC 尺 度に は 含 まれ て い

な か っ た Unknown 　Controlを含 め た 本尺 度 で の 結果，

こ の Unknown 　 Control が 注 目す べ き結果 をい くっ か 示

した こ とが 重要 で あ る。こ の U 尺度 が 子供 へ の イ ン タ ビ

ュ
ー

の 結果導き出 され た も の （C ・nnell ，1985）で あ り，ま

た学習 の コ ン ピ テ ン ス や失望感 な どと の 相関 が有意 で あ

っ た こ とか ら，子供 の ス ケー
ル 作成に お い て 有効 で あ る

と 言 え よ う。さ ら に ，従来 の 研究 で は LOC が InternaI

か External か とい う両極性 の 概念 で あ っ た の に 対 して ，

本結果で は必 ず し も Interna］ と External が 両極 と し

て 現 わ れ ず対立的概念 とは 言 え な い 点も重要 で あ ろ う。
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頷 域別三 次元統制感尺度の 項 目
1

桜 井 ：領域 別三次 元統 制 惑尺 度 の 検討

L ス ポ ーv で 勝 っ た とき，ど うして 勝 て た の か わ か らない こ

　と が 多い で す。
2 ，失敗す る こ と が あれ ば，そ れ は た い て い 自分 の せ い で す。
3 ，良い 成績を と る

一
番 よ い 方 法は 先生 に 気 に い られ る こ とで

　す。
4 ，だ れか に きら わ れ た と き，ど う し て ぎらわ れ た の か わ か ら

　な い こ とが 多い で す。
5 ．い っ し ょ うけ ん め い や れば，どん な ス ボ ーツ で も うま くな

　 れ る と 思い ます。
6 ，自分 が や りた くて もまわ りの 大 人が ゆ る し て くれ そ うもな

　 い こ とは ，た ぶ ん で きない と思 い ます。
7 ，学 陵で よ い 成 績を とっ た と ぎ，ど うして よ い 成績 を と れ た

　の か わ か らない こ と が 多い で す。
3 ，だ れ か に きらわ れ る の は ，た い て い 自分が そ の 人 に 何か 悪

　い こ とを した せ い で す。
9 ，ス ポ ーツ で 勝 っ た とき，そ れは た い てい 相 手が，不 得意 だ

　 っ た か らで す 。

10．悪 い こ とが起 こ っ た と き，それ が なぜ起 こ っ た の か わか ら

　 ない こ とが 多い で す。
11．学校で よい 成 績 を と りたい な ら努力 すれ ば よ い と思 い ます。
ユ2．先 生 に きらわ れ た と した ら，た ぶ ん ク ラ ス メ

ー
トに も好 か

　2Lない と思 い ます。
13，なぜ 良い こ と が 起 こ っ た の か わ か らない こ と が多い で す。
ユ4．学校 の 成績が 良くな い の は ，た い て い 自分の せ い で す。
15．ク ラ ス の り

一ダ ーに な りた い な らば，人気 の あ る子 に 好か

　 れ な ければ な りませ ん 。
ユ6，IOOtn走 （か け っ こ ）で 負けた と き，ど うし て 負け た の か

　わ か らない こ と が多い で す。
17．毎 目 の 生活の 中で 起 こ る こ とは，ほ と ん ど 自分で なん．とか

　 で きま す。
ユ8．よ くない 先 生 に 教 わ る な ら，成績は 悪い と思 い ます 。

19．自分 が まわ りの 入 か ら ど うして 好 か れ る の か わか らな い こ

　 とが 多 い で す。
20，ド ッ ジ ボ

ー
ル で ボ

ー
ル を うま くと れ ない の は ，た い て い 自

　分がい っ し ょ うけ ん め い とろ うと しな か っ た せ い で す。
21．欲 し い もの が あ る ときは ，親 の 言 う こ とを よ く聞けば よ い

　 と思い ます。
22，学校 で 悪い 成績 を とった と き，ど うして 悪い 成績 を とった

　 の か わ か らない こ とhミ多 い です。
23，だ れ か に 好 か れ る の は ，た い て い 自分の つ きあ い 方が よ い

　せ い で す。
24，ス ポ

ー
ツ で 友だ ちに 負け た とき，そ れは た い て い 相手 が得

　 意 だ っ た か らで す。
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25．100m 走 ⊂かけ っ こ ） で勝 っ た と き，ど う して 勝 っ た の か

　わ か らな い こ とが多い で す 。

26，うま くや れ な い こ とが あれ ぽ ，そ れ は た い て い 自分 の せ い

　 で す。
27，学校 で よ い 成績 が とれ る の は ，先 生に 気 に い られ て い る か

　 らだ と思い ます。
28，友だ ち に きらわ れ た とき，ど う して きらわ れ る の か わか ら

　 ない こ とが 多い で す e

29，い っ し ょ うけ ん め い 練 習す れ ば，どん な ス ピ ー
ソ で も うま

　 くなれ る と 思 い ます。
30，自分 がや りた くて も ま わ りの 大人 がゆ る して くれ そ う もな

　 い こ と は ，な か な か で き ませ ん。
31．学校 で よ い 成績 を と っ た と き，ど う して よ か っ た の か わ か

　 らな い こ とが 多い で す 。

32 ．い じわ るを され るの は，たい て い 自分が そ の 人に 何か 悪い

　 こ とを した せ い で す。
33 ．友 だ ち とか け っ こ を して 勝 っ た と き，それは た ぶ ん 友だ ち

　 が 不 得 意 だ っ た か らで す。
34．な ぜ 悪 い こ と が起 こ っ た の か わ か ら な い こ とが 多 い で す。

35．よ い 成 績 を と りた い な ら，い っ し ょ うけ ん め い が ん ば れ ば

　 よい と思 い ま す。
36．先生 に きらわれ た と した ら，た ぶ ん そ の ク ラ ス で は あ ま り

　 友 だ ち が で きな い と思 い ま す。
37．よい こ とが起 こ っ たと き，そ れが なぜ起 こ つ た の か わ か ら

　 な い こ と が 多い で す。
38，成績 が 悪 い の は，自分の せ い で す。
39，ク ラ ス の み ん なか ら リ

ー
ダ
ー

と思 わ れ た い な ら，人 気 の あ

　 る子 とな か よ く しな け れ ぽ な り ませ ん。
40，ス ポー

ツ で友 だちに 負け た と き，た い て い ど うして 負け た

　 の か わか りませ ん。
41．毎 日の 生活 の 中で 起 こ る こ とは，ほ とん ど自分 で 解 決 で き

　 ます 。
42，よ い 先生 に 教われ な い な ら学 校の 成績 は 悪 い と 思 い ます。
43．友だ ち か ら ど う して 好 か れ る の か わ か ら な い こ と が 多い で

　 す。
44．ド ッ ジ ボ

ー
ル で ポ

ー
ル を とれ ない の は，た い て い 自分 がが

　 んぼ っ て とろ うと しなか っ たせ い です。
45．何 か が ほ しい と きは ，親 の 言 うこ とを よ くきけば よ い と思

　 い ま す。
46，学 校で の 成 績 が よ くな い と き，ど う し て よ くな い の か わ か

　 ら な い こ とが多い で す。
47 ．友 だち が で き る の は，た い て い 自分の つ きあ い 方 が よ い か

　 らで す。
48 ．10  m 走 （か け っ こ ）で 勝 て な か っ た と き，それ は た ぶ ん

　 相 手 が 得意 だ っ た か らだ と思 い ます。

・ 項 目番号 は，本 文 中 の TABLE 　1 〜4 の 項 目番 号 と対 応 す る。
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